
子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

78.8%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（78.8%）
比向上

実
績

80.0 ％ 76.2 ％ ％ ％

達
成
率

102.8 ％ 95.3 ％ ％ ％

目
標

0 人 0 人 0 人 0 人
0人

(H31年度)

実
績

0 人 0 人 ％ ％

達
成
率

100.0 ％ 100.0 ％ ％ ％

75.4%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（75.4%）
比向上

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

目
標

0 人 0 人 0 人 0 人

実
績

0 人 0 人 ％ ％

達
成
率

100.0 ％ 100.0 ％ ％ ％

目
標

0 人 0 人 0 人 0 人

実
績

220 人 246 人 ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

目
標

0 人 0 人

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

85.5%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（85.5%）
比向上

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

Ⅰ-1-
(1)-① 

仕事と子
育ての両
立支援

―

「元気発進！子どもプラン
（第２次計画）」に基づ
き、事業者への意向調整を
行った結果、施設型給付へ
移行する施設数が増加する
見込みとなったため事業費
を見直した。

維持

保育所待機児童数(４月)
0人

(H25年度)

0人
(H30･31年

度)

0人
(H30･31年

度)
保育所待機児童数(10月)

「子ども・子育て支援
新制度」に基づき、新
制度に移行する私立幼
稚園や認定こども園の
運営費等を助成しま
す。

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第2次計
画）」策定時
のニーズ調査
による数値

継続保育所運営事業
保育
課

仕事と子育ての両立支
援を推進するため、保
育を必要とする子ども
は誰でも保育所に入所
でき、多様なニーズに
応えながら、子どもの
健やかな育成を支援す
る保育サービスの実現
を図る。 0人

(H30･31年
度)

220人
(H25年度)

施設型給付（幼稚
園・認定こども
園）

幼稚
園・
こど
も園
課

2

3

順調

一部地区では、年度中途か
ら待機児童が生じており、
更なる入所定員の拡大に向
けて、「元気発進！子ども
プラン（第２次計画）」に
基づき、民間保育所の新規
開設等を行う。

5,800

順調

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

人件費（目安）

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H27年度 H26年度 H26年度

維持

幼稚園に対する満足度
（施設・環境）

保育所待機児童数(10月)
220人

(H25年度)

―
平成25年度
（85.5%）比

向上

前年度比
向上

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第2次計
画）」での成
果指標（目
標）

17,256,023

人数

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

継続 2,052,712
係
長

課
長

46,775

719,227364,400

放課後児童クラブに対する
満足度（開所日、開所時
間）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

H27年度H25年度

平成25年度
（80.0%）比向

上

放課後児童クラブ待機児童
数

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第2次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

平成25年度
（75.4%）比

向上

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ

ン」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

H26年度

事業評価の成果指標（目標・実績）

放課後児童クラブに対する
満足度（開所日、開所時
間）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第2次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

H28年度

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第2次計
画）」での成
果指標（目
標）

平成24年度
（77.8%）比向

上

職
員

0人
(H25年度)

1,964,464

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第2次計
画）」策定時
のニーズ調査
による数値

前年度比
向上

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第2次計
画）」での成
果指標（目
標）

17,168,034

課
長

係
長

職
員

5,400

事業費
の増減

増額

成果の
方向性

放課後児童クラブ
の運営

子育
て支
援課

市民ニーズに応えられ
る放課後児童クラブの
運営内容を確保するた
め、運営団体に対する
研修会の実施、開設時
間の標準化や延長の推
進等により、運営体制
の充実を図る。また、
障害のある児童や高学
年児童を含め利用者が
増加する中で、児童へ
の対応を充実するた
め、適切な指導員数を
配置するとともに、研
修の充実、指導員相互
の交流や情報交換、障
害のある児童などの対
応を支援するための臨
床心理士等の巡回派遣
を行い、指導員の資質
向上を図る。

指導員の資質向上を図るた
めの研修の実施等に引き続
き取り組むとともに、利用
者ニーズに対応するため、
開設時間については、「小
１の壁」解消に向けて、開
設時間の延長に取り組む。

順調1.35

3.90

1

・放課後児童クラブの利用
内容の充実など、運営基盤
の強化を図るため、指導員
の研修の実施や開所時間の
延長等に取り組む。

・平成29年度末を目標とし
た、年間を通じた待機児童
の解消に向け、「元気発
進！子どもプラン（第２次
計画）」に基づき、民間保
育所の新設や、認定こども
園への移行促進等、計画的
に教育・保育の提供に取り
組む。

人

人

人

0.35

課
長

0.20

0.20

人

人

0.20 人

係
長

職
員

0.10

0.20

0.30

人

人

人
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子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

人件費（目安）

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H27年度 H26年度 H26年度

人数

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

H27年度H25年度 H26年度

事業評価の成果指標（目標・実績）

H28年度

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度
事業費
の増減

成果の
方向性

目
標

0 人 0 人 0 人 0 人

実
績

0 人 0 人 ％ ％

達
成
率

100.0 ％ 100.0 ％ ％ ％

目
標

0 人 0 人 0 人 0 人

実
績

220 人 246 人 ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

91.3%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（91.3%）
比向上

課
長

0.10 人

実
績

％ ％
係
長

0.20 人

達
成
率

％ ％ 職員 0.20 人

90.4%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（90.4%）
比向上

実
績

78.5 ％ 79.1 ％ ％ ％

達
成
率

91.3 ％ 100.8 ％ ％ ％

89.6%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（89.6%）
比向上

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

90.4%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（90.4%）
比向上

実
績

78.5 ％ 79.1 ％ ％ ％

達
成
率

91.3 ％ 100.8 ％ ％ ％

89.6%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（89.6%）
比向上

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

Ⅰ-1-
(1)-②

年間を通
じた待機
児童解消
策の推進
など保育
の充実

人

職
員

0.10

平成25年度
(89.6%)比向

上

前年度比
向上

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

119,966
係
長

0.10137,690

0.10

2,900

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

7
病児・病後児保育
事業

保育
課

保護者の勤務の都合、
疾病、事故、出産及び
冠婚葬祭など、やむを
えない事由により家庭
での保育が困難な病気
中、病気回復期にある
児童を医療機関併設型
の施設において保育
し、保護者の子育てと
就労の両立を支援す
る。

保育所に対する満足度（保
育の内容）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

保育所に対する満足度（保
育の内容）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

平成25年度
(78.5%)比向

上

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

平成25年度
(78.5%)比向

上

平成24年度
(86.0%)水準
の維持もしく

は向上

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

保育所に対する満足度（保
育の内容）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第2次計
画）」策定時
のニーズ調査
による数値

730,384

―

継続6 特別保育事業補助
保育
課

保護者の就労形態の多
様化等に対応するた
め、保育所の保育時間
を午後7時もしくは8時
まで延長する「延長保
育」の充実を図る。ま
た、保護者のパート就
労や育児リフレッシュ
等の理由により、一時
的に家庭での保育が困
難となる児童を保育所
において保育する「一
時保育」の充実を図
る。さらに、保育所の
通常保育に加え、延長
保育や一時保育におい
ても、統合保育の可能
な障害のある児童の受
け入れを行う「障害児
保育」の充実を図る。

一時預かり事業

幼稚
園・
こど
も園
課

「子ども・子育て支援
新制度」により実施す
る一時預かり事業にお
いて、保護者のニーズ
に応じて教育時間の終
了後等に預かり保育を
実施する私立幼稚園を
支援します。

「北九州市子ども・子育て支
援事業計画」に基づき、実施
園数の拡大を図る。在籍園児
以外の園児を広く受け入れる
「一般型」を新たに実施す
る。

幼稚
園・
こど
も園
課・
保育
課

年間を通じた待機児童
の解消を図るため、年
度中途の入所が困難な
3歳未満児の保育ニー
ズに対応するため、小
規模保育事業を実施す
る幼稚園、保育所等に
対し、運営費を助成す
る。

保育所待機児童数(４月)

職
員

人

0.20

係
長

4,650

0.40

143,400

子どもの生活リズムを整え
ること、親子で過ごす時間
を確保することなど、家庭
における子育てと仕事の調
和に十分配慮しながら、保
護者の多様なニーズに対応
した、預かり保育や延長保
育などの特別保育につい
て、さらなる充実を図る。

維持

・平成28年度は、ニーズの
高い地域において、1箇所
の新設を予定している。
・「病児・病後児保育利用
のてびき」やポスターを作
成し、関係各施設で配布・
掲示を行うとともに情報誌
に利用案内を掲載すること
で、効果的なＰＲに努め
る。

子ども・子育て支援事業計
画に基づき、小規模保育事
業を推進し、3歳未満児の
入所定員の拡大を図る。

保育所待機児童数(10月)

0人
(H25年度)

220人
(H25年度)

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

保育所に対する満足度（保
育の内容）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

776,332

順調

人

0.40

人

順調

順調

維持

・平成29年度末を目標とし
た、年間を通じた待機児童
の解消に向け、「元気発
進！子どもプラン（第２次
計画）」に基づき、計画的
に教育・保育の提供に取り
組む。

・多様化する保育ニーズに
対応するため、預かり保育
や延長保育などの特別保育
のさらなる充実や、病児・
病後児保育等に取り組む。

・教育・保育の質の向上を
図るため、保育士等の確保
に取り組む。

課
長

順調

0人
(H30･31年

度)

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

平成25年度
(89.6%)比向

上

平成24年度
(86.0%)水準
の維持もしく

は向上

地域型保育給付
（小規模保育）

5

4

順調

3,650

前年度比
向上

幼稚園に対する満足度
（教育・保育の内容）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

前年度比
向上

0人
(H30･31年

度)

継続

146,700

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第2次計
画）」での成
果指標（目
標）

平成25年度
（91.3%）比

向上

855,606 9,300

課
長

1,121,105

増額

増額継続

人

課
長

係
長

職
員

0.10

0.10

0.20

人

人

人

人
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子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

人件費（目安）

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H27年度 H26年度 H26年度

人数

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

H27年度H25年度 H26年度

事業評価の成果指標（目標・実績）

H28年度

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度
事業費
の増減

成果の
方向性

目
標

0 人 0 人 0 人 0 人

実
績

0 人 0 人 ％ ％

達
成
率

100.0 ％ 100.0 ％ ％ ％

目
標

0 人 0 人 0 人 0 人

実
績

220 人 246 人 ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

目
標

0 人 0 人 0 人 0 人
課
長

0.40 人

実
績

220 人 246 人 ％ ％
係
長

0.60 人

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％
職
員

0.60 人

保育士就職支援事業
（保育士資格取得見込
の学生等を対象に就職
説明会を実施）、保育
士資格活用研修事業
（保育士の資格を持っ
ていて、現在、保育士
の職に就いていない人
（潜在保育士）を対象
とした研修を実施）、
保育士・保育所支援セ
ンター開設等事業等
（保育士の就職支援や
相談等による離職防
止）、幼稚園教諭免許
状を有する者の保育士
資格取得支援等事業
（幼稚園教諭の保育士
資格取得支援や幼稚園
への就職支援等）によ
り、待機児童の解消を
図るため、保育士等の
人材確保に取り組みま
す。

幼稚
園・
こど
も園
課・
保育
課

保育士等の確保9

保育士の確保は全国的にみ
ても喫緊の課題である。
・「潜在保育士」の就職や
活用支援等を行うととも
に、保育士養成校卒業予定
の学生等を対象に、就職説
明会を実施するなど、保育
所へのスムーズな就職を支
援し、保育士確保を図る。

他関係機関（ハローワー
ク、福祉人材バンク、保育
士養成施設、保育所、保育
所連盟、他自治体保育士・
保育所支援センター）と連
携・協力を行い、きめ細か
な就職支援のもと、効率化
を図りながら、保育士確保
及び待機児童・未入所児童
の解消を目指す。

順調15,100
220人

(H25年度)

0人
(H30･31年

度)
継続 減額11,44713,800保育所待機児童数(10月)

係
長

0.05 人

職
員

0.10

増額 2,400 順調

保育の利用を希望するそれぞ
れの世帯の状況やニーズに
合った保育サービスの情報提
供や、きめ細やかな対応には
一定の評価を得ており、Ｈ28
年度も待機児童の解消に向け
継続して事業を進めていく。
また、平成28年度に開設予定
の「（仮称）女性活躍推進セ
ンター」における女性の就業
支援のワンストップ化の一環
として、就労を希望される方
への保育サービスに関する情
報提供を行うため、同セン
ターに保育サービスコンシェ
ルジュを新たに１名配置す
る。

保育所待機児童数(４月)
0人

(H25年度)

0人
(H30･31年

度)

継続 20,200

保育所待機児童数(10月)
220人

(H25年度)

0人
(H30･31年

度)

8
保育サービスコン
シェルジュ事業

保育
課

保育所、幼稚園や地域
の子育て支援の事業等
の利用について、情報
の収集と提供を行うと
ともに、利用にあた
り、子どもや保護者か
らの相談に応じるた
め、各区役所及び
「（仮称）女性活躍推
進センター」に１名ず
つ保育サービスコン
シェルジュを配置す
る。

23,266

課
長

0.10 人

人

60



子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

人件費（目安）

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H27年度 H26年度 H26年度

人数

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

H27年度H25年度 H26年度

事業評価の成果指標（目標・実績）

H28年度

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度
事業費
の増減

成果の
方向性

58.8%
(H20年度)

目
標

100 ％
平成20年度
（58.8%）
比増加

実
績

93.4 ％ 94.2 ％ ％ ％

達
成
率

― ％ 94.2 ％ ％ ％

93.4%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（93.4%）
比増加

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

53.9%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（53.9%）
比減少

実
績

30.5 ％ 25.6 ％ ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

64.3%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（64.3%）
比減少

実
績

31.6 ％ 30.2 ％ ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

44.7%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（44.7%）
比減少

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

51.7%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（51.7%）
比減少

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

53.9%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（53.9%）
比減少

実
績

30.5 ％ 25.6 ％ ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

目
標

平成25年度
（93.4%）
比増加

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

順調

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

妊娠１１週までの妊娠届出
者の割合

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

平成24年度(39.6%)
比減少

平成25年度(31.6%)
比減少

前年度比
向上

11

Ⅰ-1-
(1)-③ 

母子が健
康に生活
できる環
境づくり

12

継続

平成24年度
(91.9%）比増

加

拡大

・母体の心身の変化が著し
い妊娠・出産期における不
安の軽減と、健康管理を推
進するため、母子公費助成
を維持しつつ、母子健康診
査が有効に活用されるよ
う、受診勧告を促進すると
ともに、妊娠・出産・育児
のための切れ目のない支援
を行うため、専門職と地域
支援者との協働・連携をは
じめ、支援が必要な方への
サポートの強化について検
討する。

・乳幼児医療費支給事業に
おいて、現在「未就学児ま
で」となっている通院医療
費の助成対象を、平成２８
年１０月に「小学校６年生
まで」拡充する。

・不妊治療のさらなる充実
を図るため、不妊治療のう
ち、体外受精及び顕微授精
の一部助成や、男性不妊治
療について、助成を行う。

すくすく子育て支
援事業

今後も両親学級等の母子保
健教室の開催や保健相談指
導について継続しつつ、よ
り有効な子育て支援のため
に内容や量について検討す
る。

順調6,150

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（小学生の保護
者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

子育
て支
援課

継続

93.4%
(H25年度)

前年度比
向上

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

平成24年度
(27.7%)比減

少

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

母子健康手帳の交付、
妊産婦乳幼児なんでも
相談、母親学級、両親
学級、育児学級等の母
子保健教室、乳幼児発
達相談指導「わいわい
子育て相談」、乳幼児
健診未受診者フォロー
事業（児童虐待予防事
業）、その他母子保健
に関する事業を実施す
る。

子育
て支
援課

平成25年度
(30.5%)比減

少

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
（第2次計
画）」策定時
のニーズ調査
による数値

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
（第2次計
画）」策定時
のニーズ調査
による数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

平成24年度
(27.7%)比減

少
子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン第2次計画(H27～31
年度）」掲載内容

2,818,400

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
（第2次計
画）」での成
果指標（目
標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

2,587,200

維持

増額

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

26,623

妊娠１１週までの妊娠届出
者の割合

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

25,211 維持

係
長

職
員

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
（第2次計
画）」での成
果指標（目
標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

平成25年度
（93.4%）比

向上

　現在「未就学児まで」と
なっている通院医療費の助
成対象を、平成２８年１０
月に「小学校６年生まで」
拡充する。

平成25年度
(44.7%)比減

少

前年度比
減少

12,300

平成25年度
(30.5%)比減

少

乳幼児等医療費支
給事業

乳幼児等の健康の保持
と健やかな育成を図る
ため、保険診療にかか
る医療費の自己負担額
を助成する。

平成25年度
(51.7%)比減

少

前年度比
減少

順調

3,615母子健康診査
子育
て支
援課

妊婦や乳幼児の疾病ま
たは異常の発見および
防止を図り、健康を保
持増進させるため、妊
婦、乳幼児の定期的な
健診の機会を提供す
る。
（妊婦健康診査、B型
肝炎母子感染防止事
業、先天性代謝異常等
検査、乳児健康診査、
1歳６か月児健康診
査、３歳児健康診査）

992,900 988,300

妊娠１１週までの妊娠届出
者の割合

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

平成25年度
（93.4%）比

向上

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

今後も母子の健康支援のた
めに必要な母子の公費助成
を継続しつつ、健診が有効
に活用されるよう、引き続
き幼児健診のハガキ勧奨も
含めた受診勧奨を行う。

順調

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（小学生の保護
者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

10

課
長

0.01 人

0.05 人

職
員

0.40 人

係
長

課
長

0.20 人

0.40 人

職
員

0.80 人

課
長

係
長

0.10

0.20

0.40

人

人

人
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子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

人件費（目安）

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H27年度 H26年度 H26年度

人数

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

H27年度H25年度 H26年度

事業評価の成果指標（目標・実績）

H28年度

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度
事業費
の増減

成果の
方向性

53.9%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（53.9%）
比減少

実
績

30.5 ％ 25.6 ％ ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

目
標

平成25年度
（88.9%）
比増加

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

44.7%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（44.7%）
比減少

課
長

0.01 人

実
績

％ ％
係
長

0.05 人

達
成
率

％ ％
職
員

0.05 人

核家族化や地域のつながり
の希薄化により、祖父母等
によるし支援を受けられ
ず、相談相手もいない等、
妊産婦が家庭や地域で孤立
している可能性があるた
め、妊娠中から産後まで切
れ目のない支援を行うこと
で、育児への不安の軽減を
図る。

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画）」での成
果指標（目
標）

― 990 －

前年度比
増加

― ―

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

子育
て支
援課

区役所を子育て世代包
括支援センターと位置
づけ、妊娠期から子育
て期までワンストップ
で支援する機能を強化
する。特に、産前・産
後の不安を解消するた
め妊産婦等に対する支
援の充実を図る。

＜新＞
妊娠・出産・子育
て期の切れ目ない
支援事業

平成24年度
(27.7%)比減

少

14

継続13

88.9%
(H25年度)

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

子育ての孤立化を防
ぎ、乳児の健全な育成
環境の確保を図るた
め、生後４か月までの
乳児がいるすべての家
庭を訪問することで、
子育て情報の提供を行
うとともに、さまざま
な不安や悩みを聞き、
支援が必要な家庭に対
して適切な指導や支
援、サービス提供に結
びつける。また、うつ
状態等を早期に把握
し、きめ細かに支援す
るため、全産婦に産後
うつを早期に発見する
ための質問票を用い
て、支援する。

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

生後４か月までの乳児家庭
訪問の割合

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

6,500

4,115

職
員

子育
て支
援課

前年度比
向上

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計画）
【H27～31年
度】」での成
果指標（目
標）

平成25年度
(30.5%)比減

少

のびのび赤ちゃん
訪問事業

45,723 49,932 維持 順調

妊娠・出産・育児のための
切れ目のない支援を行うた
め、のびのび赤ちゃん訪問
に関わる専門職と地域支援
者との協働・連携をはじ
め、支援が必要な方へのサ
ポートの強化について検討
する。

平成25年度
（88.9%）比

向上

課
長

係
長

0.01

0.10

0.40

人

人

人

62



子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

人件費（目安）

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H27年度 H26年度 H26年度

人数

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

H27年度H25年度 H26年度

事業評価の成果指標（目標・実績）

H28年度

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度
事業費
の増減

成果の
方向性

53.9%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（53.9%）
比減少

実
績

30.5 ％ 25.6 ％ ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

64.3%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（64.3%）
比減少

実
績

31.6 ％ 30.2 ％ ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

目
標

実
績

57.9 ％ 59.9 ％ ％ ％

達
成
率

97.0 ％ 103.5 ％ ％ ％

44.7%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（44.7%）
比増加

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

51.7%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（51.7%）
比減少

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

目
標

実
績

57.9 ％ 59.9 ％ ％ ％

達
成
率

97.0 ％ 103.5 ％ ％ ％

53.9%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（53.9%）
比減少

実
績

30.5 ％ 25.6 ％ ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

44.3%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（44.3%）
比増加

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

44.7%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（44.7%）
比減少

実
績

％ ％

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画）」での成

達
成
率

％ ％

－

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

平成25年度(57.9%)
比増加

平成25年度
(31.6%)比減

少

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

平成24年度
(27.7%)比減

少

平成25年度
(30.5%)比減

少

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

Ⅰ-1-
(1)-④

子育ての
不安や悩
みを軽減
する環境
づくり

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画）」策定時
のニーズ調査
による数値

継続

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

子育てに関する情
報提供の充実・Ｐ
Ｒ

4,266

子育てが地域の人に支えら
れていると感じる人の割合

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

乳幼児を持つ保護者の
子育てへの不安を軽減
するため、親子が気軽
に集い、交流、情報交
換、育児相談等ができ
るスペースを既存の公
共施設を活用しなが
ら、区役所や児童館な
どで運営する。

－

前年度比
増加

平成25年度
(44.3%)比増

加

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

子育てが地域の人に支えら
れていると感じる人の割合
（就学前児童の保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

平成24年度
(39.6%)比減

少

親子ふれあいルー
ム運営事業

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（小学生の保護
者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

子育
て支
援課

総務
企画
課

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

子育てが地域の人に支えら
れていると感じる人の割合

平成24年度(59.7%)
比増加

平成24年度
(27.7%)比減

少

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画）」での成
果指標（目
標）

平成25年度
(30.5%)比減

少

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

平成25年度
(51.7%)比減

少

平成25年度
(57.9%)比増

加

平成24年度
(59.7%)比増

加

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画）」策定時
のニーズ調査
による数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画）」策定時
のニーズ調査
による数値

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（小学生の保護
者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H27～31年度）」掲
載内容

33,655

4,017

維持33,037

増額 6,150

7,275

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画）」での成
果指標（目
標）

－

前年度比
減少

継続16

15

引き続き、ニーズにあった
研修を実施することで、運
営スタッフの質の向上を図
るとともに、連絡会議を開
催し情報交換を行うこと
で、各ルーム間の連携や活
動の充実を目指す。また、
市民センターをはじめ、子
育て支援団体、育児サーク
ル等とのネットワーク化を
図るなど、地域との連携の
促進に取り組む。

平成25年度
(44.7%)比減

少

前年度比
減少

子育て中の人が、子どもの
成長に応じた情報をタイム
リーに、かつ手軽に入手で
きるよう、情報誌「こそだ
て情報」やホームページ
「子育てマップ北九州」を
活用した情報提供の継続実
施に努める。

H28年度は、「元気発進！
子どもプラン（第2次計
画）」【平成27～31年度】
策定により、平成28年度版
「子ども家庭レポート」の
冊子構成を見直す。

順調

平成25年度
(44.7%)比減

少

前年度比
減少

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画）」での成
果指標（目
標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画）」策定時
のニーズ調査
による数値

－

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

子育て中の人が、子ど
もの成長に応じた情報
をタイムリーに、かつ
手軽に入手できるよ
う、情報誌の内容や、
情報提供方法の充実を
図ることにより、必要
とされる子育てに関す
る情報が、市民に届く
仕組みを構築する。ま
た、本市が取り組んで
いる子どもの健全育成
や子育て支援について
の成果や課題、データ
を盛り込んだ「子ども
家庭レポート」を発行
し、幅広く市民に周知
することにより、地域
社会全体で子育てを支
援する環境づくりを進
める。

人

人

人

0.35

職
員

順調

・地域における子育て支援
の環境づくりを進めるた

め、「区レベル」、「地域
レベル」における育児相談
等、地域との連携の促進に

取り組む。

・子育てに悩みや不安を持
つ保護者に対し決め細かく
対応するため研修等を実施
し、相談員の資質の向上を
図るとともに、、子育てに
関する情報提供に取り組む

課
長

職
員

係
長

0.10

順調

人

課
長

係
長

0.10

0.20

0.40

人

0.35

人
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子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

人件費（目安）

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H27年度 H26年度 H26年度

人数

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

H27年度H25年度 H26年度

事業評価の成果指標（目標・実績）

H28年度

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度
事業費
の増減

成果の
方向性

53.9%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（53.9%）
比減少

実
績

30.5 ％ 25.6 ％ ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

64.3%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（64.3%）
比減少

実
績

31.6 ％ 30.2 ％ ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

44.7%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（44.7%）
比減少

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

51.7%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（51.7%）
比減少

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

53.9%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（53.9%）
比減少

実
績

30.5 ％ 25.6 ％ ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

64.3%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（64.3%）
比減少

実
績

31.6 ％ 30.2 ％ ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

44.7%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（44.7%）
比減少

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

51.7%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（51.7%）
比減少

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

平成25年度
(44.7%）比減

少

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画）」策定時
のニーズ調査
による数値

子育て支援総合
コーディネーター
事業

保育
課

「子育て支援サロン
“ぴあちぇ－れ”」に
子育て支援総合コー
ディネータ－を配置
し、面接、電話やメー
ルによる子育てに関す
る相談の対応を行い、
必要な関係機関との連
携、調整等の支援を行
う。
また、大学教授や小児
科医、保育経験者等を
講師に招き、子どもの
発達や食育、遊び等を
テーマとした育児講座
の開催や絵本の貸出を
行い、子育て支援の充
実を図る。

平成24年度
(27.7%)比減

少

前年度比
減少

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（小学生の保護
者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画）」での成
果指標（目
標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

平成25年度
(51.7%)比減

少

前年度比
減少

14,318 順調

職
員

0.10

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画）」での成
果指標（目
標）

継続

平成25年度
(30.5%)比減

少

平成24年度
(39.6%)比減

少

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（小学生の保護
者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

平成24年度
(27.7%)比減

少

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（小学生の保護
者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画）」策定時
のニーズ調査
による数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

平成25年度
(31.6%)比減

少

課
長

係
長

4,650

人

平成24年度
(39.6%)比減

少

平成25年度
(31.6%)比減

少

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

前年度比
減少

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（小学生の保護
者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

平成25年度
(30.5%)比減

少

14,310

87,899 維持 係
長

職
員

維持

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画）」策定時
のニーズ調査
による数値

17
子育
て支
援課

各区役所に「子ども・
家庭相談コーナー」を
設置し、子どもと家庭
に関するあらゆる相談
をひとつの窓口で受
け、母子家庭の自立支
援、ＤＶ被害者対応、
児童虐待等、それぞれ
の相談に応じた支援・
対応を行うとともに、
必要に応じて他の機関
のサービス・支援へと
つなげる。

18

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画）」での成
果指標（目
標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画）」策定時
のニーズ調査
による数値

継続 6,07589,002

相談員を対象に年間を通じ
て計画的に行っている初任
者研修、主務者研修、弁護
士会との合同研修、事例検
討会等に加え、子ども・家
庭相談コーナーのニーズに
応じた研修を新たに行うこ
とにより、相談員の資質の
向上を図り、あらゆる相談
にきめ細かく対応する。

平成25年度
(44.7%）比減

少

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画）」での成
果指標（目
標）

平成25年度
(51.7%)比減

少

順調

0.20

人

人

子ども・家庭相談
コーナー運営事業

前年度比
減少

子育てふれあい交流プラ
ザ」内の子育て支援サロン
“ぴあちぇーれ”におい
て、子育て支援総合コー
ディネーターを3名配置
し、子育てに関する相談に
応じ、利用者に必要な関係
機関との連携、調整等を行
う。また、大学教授や小児
科医、保育経験者等を講師
に招き、子どもの発達や食
育、遊び等をテーマとした
育児講座の開催や、絵本の
貸し出しを行い、子育て支
援の充実を図る。
利用者に必要な関係機関と
の連携、調整等も行い、常
に情報収集にも努めてお
り、今後も充実を図る。

0.20

課
長

0.05 人

0.10

0.60

人

人
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子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

人件費（目安）

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H27年度 H26年度 H26年度

人数

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

H27年度H25年度 H26年度

事業評価の成果指標（目標・実績）

H28年度

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度
事業費
の増減

成果の
方向性

目
標

6,000 人

実
績

4,871 人 4,947 人 ％ ％

達
成
率

― ％ 82.5 ％ ％ ％

62.1%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（62.1%）
比減少

実
績

62.1 ％ 58.8 ％ ％ ％

達
成
率

118.1 ％ 108.7 ％ ％ ％

10,011人
(H25年度)

目
標

平成25年度
（10,011
人）比増加

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

62.1%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（62.1%）
比減少

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

24.1%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（24.1%）
比増加

課
長

0.01 人

実
績

％ ％
係
長

0.05 人

達
成
率

％ ％
職
員

0.05 人

経済的に厳しい状況に置か
れたひとり親家庭は増加傾
向にあり、夜間に子どもだ
けで過ごす家庭も少なくな
い。ひとり親家庭の自立を
支援し、子どもの貧困対策
にも資するものとして、ひ
とり親家庭の子どもに対
し、親が帰宅するまでの
間、学習支援等を行う居場
所づくりを進める。

平成25年度
(24.1%)比増

加

前年度比
増加

― ― －20

＜新＞
ひとり親家庭の子
どもの居場所づく
り事業

子育
て支
援課

ひとり親家庭の子ども
に対し、親が帰宅する
までの間、学習支援や
食事の提供（「子ども
食堂」）等を行うこと
ができる居場所づくり
を進める。

5,000

前年度比
減少

順調
・ひとり親家庭の自立を支
援するため、就職支援等講
座に取り組むとともに、各
家庭が自立に必要な施策を
総合的に情報発信している
母子・父子福祉センターの
PRに取り組む。

・ひとり親家庭の自立支援
及び子どもの貧困対策の一
環として、ひとり親家庭の
子どもに対し、親が帰宅す
るまでの間、学習支援等を
行う居場所づくりを進め
る。

・児童の精神の安定、自立
のため、直営保育所におい
て、支援の必要な子どもと
家庭への継続した支援を行
う。

・児童養護施設等におい
て、児童の社会性の涵養、
情緒の安定等を促進するた
め、子どもにあった養育環
境の充実に取り組む。

・児童虐待の発生予防・早
期発見・早期対応を進める
ため、医療機関を中心とし
たネットワークの構築を図
る。

ひとり親家庭の支援・相談
窓口を知らない人の割合
（母子・父子福祉セン
ター）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

人

人41,297

母子・父子福祉センターに
おける講座等の受講者延べ
人数

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画）」での成
果指標（目
標）

課
長

0.02

平成25年度
(62.1%)比減

少

―

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画）」での成
果指標（目
標）

ひとり親家庭の支援・相談
窓口を知らない人の割合
（子ども・家庭相談コー
ナー

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

990―

0.10

係
長

1,480 0.05

職
員

「母子・父子福祉セン
ター」は、ひとり親家
庭や寡婦の生活上の悩
みや相談を受けたり、
仕事のために必要な知
識や技能を身につける
ための講座等を無料で
実施する。その他各種
研修会や催し等を行
い、ひとり親家庭等の
生活の安定、福祉の向
上を目指す。

ひとり親家庭の支援・相談
窓口を知らない人の割合
（母子・父子福祉セン
ター）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

―

4,871人
(H25年度)

平成24年度
(67.9%)比減

少

ひとり親家庭の就業を支す
る施策の利用数（母子・父
子福祉センターの延べ利用
者数）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画）【H27
～31年度】」掲載内容

母子・父子福祉セ
ンター運営事業

19
子育
て支
援課

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画）」での成
果指標（目
標）

41,297

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

平成25年度
(10,011人)比

増加

人

維持 順調

講座の変更、期間、時期、
時間帯など講座内容の見直
しを図り、更なる受講生の
増加を目指し、ひとり親の
就職につなげる必要があ
る。また、様々な機会を通
じて母子福祉センターをＰ
Ｒし認知度を上げるよう努
める。

前年度比
増加

平成25年度
(62.1%)比減

少

継続

Ⅰ-1-
(1)-⑤

特別な支
援を要す
る子育て
家庭への
対応
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子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

人件費（目安）

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H27年度 H26年度 H26年度

人数

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

H27年度H25年度 H26年度

事業評価の成果指標（目標・実績）

H28年度

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度
事業費
の増減

成果の
方向性

目
標

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

11か所
(H25年度)

目
標

23か所
(H31年度)

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

90.4%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（90.4%）
比向上

実
績

78.5 ％ 79.1 ％ ％ ％

達
成
率

91.3 ％ 100.8 ％ ％ ％

89.6%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（89.6%）
比向上

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

374件
(H20年度)

目
標

平成20年度
（374件）
比減少

実
績

380 件 454 件 ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

380件
(H25年度)

目
標

平成25年度
（380件）
比減少

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

順調

児童虐待の早期発見、早期
対応、また発生予防に努
め、迅速かつ適切に対応す
ることは元より、虐待を受
けた子どもの心のケアや虐
待を行った保護者等への再
発防止策の対応が喫緊の課
題となっていることから、
子どもの心のケアに重点を
置いた取組みを強化する。

順調

H27年度途中に１か所拡充
し、支援を強化した。
H28年度も引き続き支援体
制の強化を図っていく。

4,363

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

18,061 21,865拡大23
児童虐待防止（子
どもの人権擁護）
推進事業

児童虐待対応件数

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

平成24年
度（346
件）比減

少

児童養護施設等措
置費

3,642

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

継続

子ど
も総
合セ
ン
ター

児童虐待の早期発見及
び被虐待児童の迅速か
つ適切な保護を行うた
め、関係機関との連携
強化を図り、児童虐待
の防止等のために必要
な体制を整備するとと
もに、関係機関等の職
員の研修及び広報活動
を行う。

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

平成25年度
(89.6%)比向

上

22 親子通園事業
保育
課

幼児期の子どもの発達
や育児に関して、不安
や孤独感を抱えている
保護者にとっては、思
いを共有し、気兼ねな
く安心して親子で過ご
せる場所を提供する
等、伴走型の支援が必
要であり、あそびや体
験等を通じて、子育て
の楽しさや成長の喜び
を保護者が感じられる
よう保育所での継続し
た支援、相談を行う。

子育
て支
援課

平成26年
度（454
件）比減

少

―

―

―

保育所に対する満足度（保
育の内容）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)(H27～
31年度）」掲載内容

平成25年度
(78.5%)比向

上

21

0.20

0.30

0.20 人

平成25年
度（380
件）比減

少

児童養護施設における生活
環境整備等の促進

－

保育所に対する満足度（保
育の内容）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

児童虐待対応件数

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

継続

増額

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画）」での成
果指標（目
標）

順調12,825

―

―

0.85

生活環境整
備等の促進

職
員

1,954,669 0.301,847,900

児童の精神の安定、自立の
ために、これらの事業は継
続して行う必要がある。社
会的養護が必要な子どもを
家庭的な環境で育てること
ができるよう、地域小規模
児童養護施設や児童養護施
設等の職員給与等の改善を
実施する。

その他

係
長

増額

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

地域小規模児童養護施設・
小規模グループケアの実施
か所数

※「現状値」は「元気発
進！子どもプラン(第２次
計画）【H27～31年度】」
掲載内容

平成24年度
(86.0%)水準
の維持もしく

は向上

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

―

前年度比
増加

平成25年度
（11か所）比

向増加

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

前年度比
向上

4,650

平成25年
度（380
件）比減

少

児童養護施設・乳児院・
情緒障害児短期治療施
設・自立支援施設・自立
援助ホーム・ファミリー
ホーム・里親において、
保護を要する児童に係る
必要な経費を負担し、社
会的養護が必要な子ども
が、それぞれの子どもに
あった生活環境で、健や
かに育まれ、自立できる
社会環境づくりを推進す
る。

人

人

人

課
長

0.10 人

課
長

係
長

人
職
員

54,000

課
長

係
長

職
員

1.00

2.00

3.00

人

人

人

66



子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

人件費（目安）

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H27年度 H26年度 H26年度

人数

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

H27年度H25年度 H26年度

事業評価の成果指標（目標・実績）

H28年度

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度
事業費
の増減

成果の
方向性

目
標

実
績

57.9 ％ 59.9 ％ ％ ％

達
成
率

97.0 ％ 103.5 ％ ％ ％

44.3%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（44.3%）
比増加

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

目
標

実
績

57.9 ％ 59.9 ％ ％ ％

達
成
率

97.0 ％ 103.5 ％ ％ ％

53.9%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（53.9%）
比減少

実
績

30.5 ％ 25.6 ％ ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

44.3%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（44.3%）
比増加

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

44.7%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（44.7%）
比減少

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

目
標

実
績

57.9 ％ 59.9 ％ ％ ％

達
成
率

97.0 ％ 103.5 ％ ％ ％

44.3%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（44.3%）
比増加

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

平成24年度
(59.7%)比増

加

平成25年度
(57.9%)比増

加子育てが地域の人に支えら
れていると感じる人の割合

※「現状値」及び「中間目
※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

平成25年度
(44.3%)比増

加

前年度比
増加

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

平成25年度
(44.7%)比減

少

25

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

26

24

みんなの子育て・
親育ち支援事業

－

－

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

－

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

子育てが地域の人に支えら
れていると感じる人の割合
（就学前児童）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

－

継続

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

順調

1,865

子育てが地域の人に支えら
れていると感じる人の割合

子育てが地域の人に支えら
れていると感じる人の割合

－

平成25年度
(30.5%)比減

少

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

平成25年度
(57.9%)比増

加

平成25年度
(57.9%)比増

加

平成24年度
(59.7%)比増

加

前年度比
減少

平成24年度
(59.7%)比増

加

・地域社会全体で子育てを
支援する環境づくりを進め
るため、市民センターをは
じめ、子育て支援団体、育
児サークル等とのネット
ワーク化を図るなど、地域
との連携の促進に取り組
む。

順調15,326 15,028

6,400

維持

平成24年度
(27.7%)比減

少

平成25年度
(44.3%)比増

加

－

引き続き、育児サークルや
子育て支援者グループなど
の「子育てに関わる団体」
への活動支援として、活動
経費の一部を補助する。ま
た、身近な地域での交流の
場（フリースペース）や育
児サークルについて調査を
行い、その情報を発信し、
利用促進を図る。さらに、
地域づくりや子育て支援に
関して豊富な経験・実績を
有する地域支援アドバイ
ザーを各地域に派遣し、活
動がより活発化するよう団
体間のつなぎ役を担い、子
育てネットワークの構築を
図る。

継続 5,477 5,451 維持

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

順調

1,300

従来の研修に加え、ヒヤリ
ハットのケーススタディや
事故が発生した場合の対処
法（行政との連携）等の事
例研修を充実させ、安全で
質の高いサービスの提供に
努める。また、市政だより
での広報のほか、区役所へ
のポスターの掲示、市の主
催（共催）する講演会での
パンフレットの配布等を行
い、提供会員数のさらなる
増加を図る。

前年度比
増加

ほっと子育てふれ
あい事業

子育
て支
援課

仕事の都合や子どもの
軽い病気の時に、ボラ
ンティア組織「ほっと
子育てふれあいセン
ター」の会員間で子ど
もの預かりや送迎な
ど、子育て支援サービ
スの充実を図る。

継続

総務
企画
課

子育てが地域の人に支えら
れていると感じる人の割合
（就学前児童の保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

官民が協力して、乳幼
児を持つ保護者が外出
した際、授乳やオムツ
替えができる施設を
「赤ちゃんの駅」とし
て登録し、子育て中の
親が安心して外出でき
る環境づくりを行う。

乳幼児の親同士が交流
を通じて、自主的な活
動を行えるよう育児
サークルを支援する。
また、自由に参加・利
用できるフリースペー
スの活動を支援すると
ともに、地域で子育て
をしやすいシステムづ
くり、仲間づくりを支
援する。

子育
て支
援課

子育てが地域の人に支えら
れていると感じる人の割合
（就学前児童の保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

登録施設数の増加に向けた
協力依頼を行うとともに、
「赤ちゃんの駅」の認知度
向上や利用促進に向けたＰ
Ｒ活動を行い、子育て家庭
が安心して外出できる環境
づくりを進める。

維持 4,400
大変
順調

1,300

課
長

0.10

0.10
係
長

Ⅰ-1-
(1)-⑥

地域など
と行政の
連携・協
働による
子育て支
援の推進

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

赤ちゃんの駅登録
事業

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

平成25年度
(44.3%)比増

加

前年度比
増加

課
長

係
長

職
員

0.01

0.10

0.10

0.30 人

0.30 人

人

人

人

人

人

人

課
長

係
長

職
員

0.10 人

職
員

0.30
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子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

人件費（目安）

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H27年度 H26年度 H26年度

人数

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

H27年度H25年度 H26年度

事業評価の成果指標（目標・実績）

H28年度

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度
事業費
の増減

成果の
方向性

目
標

96 園 94 園

実
績

96 園 94 園 ％ ％

達
成
率

100.0 ％ 100.0 ％ ％ ％

91.3%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（91.3%）
比増加

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

91.3%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（91.3%）
比増加

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

89.6%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（89.6%）
比向上

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

課
長

0.06

人0.40

幼児教育の振興を図るた
め、学校関係者評価を実施
する私立幼稚園等に対し
て、助成の拡充を行うな
ど、子ども・子育て支援新
制度で求められる質の向上
に向けた予算の充実を図
る。

6,190その他拡大 319,721 320,440

―

維持

・幼児教育の振興と私立幼
稚園の質の向上を図るた
め、学校関係者評価を実施
する私立幼稚園等に対し
て、助成の拡充を図る。

・保育所、幼稚園の保育環
境から小学校の学習環境へ
の円滑な接続を図るため、
引き続き、保幼小の継続的
な連携を図る。

順調

人

0.05

0.35

人

人

0.25

0.50

人

順調

27

幼稚
園・
こど
も園
課

本市の幼児教育の振興
と子育て支援機能の強
化を図るため、私立幼
稚園での幼児教育環境
の整備（施設の設備や
備品・教材等の購入な
ど）や預かり保育、子
育て相談、体験保育な
どの子育て支援機能の
充実に対する助成を行
う。

7,825652

預かり保育の実施園
94園

(H26年度)

Ⅰ-1-
(2)-① 

幼児教育
の充実

28
保育所、幼稚園、
小学校の連携

幼稚園に対する満足度
（教育・保育の内容）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容幼稚

園・
こど
も園
課

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

前年度比
向上

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

保育所・幼稚園・小学校の
連携を組織的・体系的に進
めることが必要と考えてお
り、「保幼小連携推進連絡
協議会」における外部有識
者等の意見も踏まえ、保幼
小連携研修会がより効果的
なものとなるよう実施方法
等の見直しを行う。

順調

保育所、幼稚園の保育
環境から小学校の学習
環境への円滑な接続を
図るため、公私、保幼
小の代表者で構成する
「保幼小連携推進連絡
協議会」を設置し、年
2回協議を行います。
また、保幼小連携担当
者を対象に研修会を実
施する。

前年度比
増加

幼稚園に対する満足度
（教育・保育の内容）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

平成25年度
(91.3%)比増

加

幼児教育の振興・
子育て支援機能の
充実

673

平成25年度
(91.3%)比増

加

前年度比
増加

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

継続
平成25年度
(89.6%)比向

上

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

保育所に対する満足度（保
育の内容）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

課
長

人

職
員

係
長

係
長

職
員
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子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

人件費（目安）

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H27年度 H26年度 H26年度

人数

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

H27年度H25年度 H26年度

事業評価の成果指標（目標・実績）

H28年度

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度
事業費
の増減

成果の
方向性

6,342人
(H25年度)

目
標

3,000 人 3,200 人

平成25年度
（6,342

人）比増加

課
長

0.10 人

実
績

6,342 人 5,279 人 ％ ％
係
長

0.50 人

達
成
率

211.4 ％ 165.0 ％ ％ ％
職
員

0.00 人

目
標

実
績

21 件 36 件 ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

目
標

実
績

3 件 2 件 ％ ％

達
成
率

66.7 ％ ％ ％

目
標

実
績

3.57 ％ 11.47 ％ ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

222人
(H25年度)

目
標

500人
(H31年度)

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

38.1%
(H25年度)

目
標

実
績

38.1 ％ 38.0 ％ ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

11.0人
(H25年)

目
標

7.0人
(H31年度)

実
績

11 人 9.6 人 ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

10人
(H25年)

目
標

10 人 10 人
平成25年度
（10人）
比増加

実
績

10 人 17 人 ％ ％

達
成
率

100.0 ％ 170.0 ％ ％ ％

少年人口1,000人あたりの
検挙補導人員を表す非行者
率（暦年統計）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

北九州市協力雇用主見舞金
登録者数

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

14歳以上の検挙補導人員に
再犯者が占める割合（暦年
統計）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

42,400

相談者の状況を見ながら、
適切な時期に的確なリ
ファーを行い、相談者がよ
り一層円滑に支援をうけら
れるように努める。また、
相談者の自立度に合わせた
体験プログラムの内容の更
なる充実について、関係機
関と連携して研究する。

―

前年度比
増加

平成25年度
（5.36%）比

減少

継続

人

「YELL」来所相談者の就業
等実績（累計数）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

平成25年度
（222人）比

増加

平成26年(9.6
人)比減少

平成25年度
(10人)と同水

準

前年度
と同水準

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

42,400

―

継続

平成24年
(39.3%)比減

少

平成25年
(38.1%)比減

少

前年比
減少

順調維持 39,950

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

平成25年
(11.0人)比減

少

Ⅰ-1-
(4)-①

青少年の
健全育
成・非行
を生まな
い地域づ
くり

31
子ども・若者応援
センター「YELL」
の運営

青少
年課

不安定な雇用やニート（若
年無業者）、不登校やひき
こもり等、雇用情勢の悪化
や経済的格差の拡大、家族
や周囲との円滑なコミュニ
ケーションの欠如などによ
り、将来を見通せない不安
の中で、社会生活を円滑に
営む上での困難を抱えてい
る子どもや若者が増加して
いる。
　そのため、困難を抱える
子どもや若者を総合的にサ
ポート（コーディネート）
していく総合相談窓口『子
ども・若者応援センター
「ＹＥＬＬ」』を設置し、
自立を支援する。

若者による自主企画事業の
数

※活動指標へ移行

3件
(H25年度)

―
平成25年度
（3件）比増

加

継続

―

その他

平成２８年度から指定管理
者制度を導入する。民間事
業者独自のノウハウを最大
限に活用することにより、
利用者サービスの向上を図
る。

係
長

0.50

職
員

1.25

人

人

人

維持 6,150

25,875

「ボランティア出前授業」
を周知するなど、青少年ボ
ランティアステーションに
おけるボランティア体験活
動者数のさらなる増加に努
める。

30
青少
年課

中学生・高校生を中心
とした若者の活動拠点
となり、社会参加準備
のためのさまざまな活
動を体験することがで
きる施設として「ユー
スステーション」の運
営を行う。

1,887 1,830

青少年への社会体験活動等
の機会や場の提供

21件
(H25年度)

機会や場の提
供の増加

青少年のﾆｰｽﾞ
を把握し、機
会は場の提供
に努める

前年度比
増加

青少
年課

社会の構成員としての規範意識
や他者への思いやり等の豊かな
人間性を育むとともに、社会性
や協調性等を身に付けることが
できるよう、青少年が行うボラ
ンティア活動を支援・促進しま
す。
①ボランティア活動の推進：青
少年が参加できるボランティア
プログラムの開発及び関係機
関・団体等への働きかけを行い
ます。
②社会参加ボランティアの実
施：関係機関と連携しながら、
ボランティア活動を通した青少
年の社会的自立を支援します。
③リーダーの養成や登録：ボラ
ンティア活動の知識や実践力を
育て、活動を支援できるリー
ダーの養成及び登録を行いま
す。

平成25年度
（6,342人）

比増加

青少年ボランティアステー
ションにおけるボランティ
ア体験活動者数

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

「Ⅰ非行防止対策」
「Ⅱ非行からの『立ち
直り』支援」「Ⅲ薬物
乱用の防止と啓発」
「Ⅳ地域団体・関係機
関との連携強化」の４
つの柱をたて、就労支
援の取り組みを強化す
るなど、青少年の非行
防止施策を総合的かつ
積極的に展開する。

順調

大変
順調

・非行防止対策について
は、非行の入り口となり、
様々な危険を伴う深夜はい
かいを防止するため、これ
までの深夜声かけパトロー
ルや青少年支援拠点「ド
ロップイン・センター」の
運営に加え、「（仮称）深
夜はいかい防止北九州宣
言」を定め、コンビニエン
スストア等地域の事業者も
参加する、地域全体で子ど
もを守る取り組みについて
検討、実施する。
・立ち直り支援において
は、協力雇用主会や関係機
関との一層の連携の下、就
労支援の充実を図る。

順調

29

32

青少年ボランティ
アステーション推
進事業

「北九州市『青少
年の非行を生まな
い地域づくり』推
進本部」運営事業

「ユースステー
ション」運営費

平成24年
(12.7人)比減

少

青少
年課

23,34323,343 維持

社会生活を円滑に営む上で
の困難を抱えている若者の
割合

3,775

前年度比
増加

継続

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

―

―

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

・青少年の社会的自立を支
援するため、青少年が行う
ボランティア活動を支援す
る。

・ユースステーションにつ
いては、指定管理者制度を
導入し、民間事業者独自の
ノウハウを活用し、サービ
スの向上を図る。

・社会生活を円滑に営む上
で困難を抱えている子ども
等について、相談者の自立
に向けた円滑な支援を提供
するため、相談者の自立度
に合わせた体験プログラム
の内容の更なる充実につい
て、関係機関と連携した研
究に取り組む。

・青少年を有害環境から守
るため警察等関係機関や地
域と連携し、有害環境の浄
化とともに、非行防止に取
り組む。

・地域全体で子どもを守る
取り組みとして、コンビニ
エンスストア等地域の事業
者も参加する「（仮称)深
夜はいかい防止北九州宣
言」を定める。

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

大変
順調

45,67327,648

職
員

0.10

0.15

3.57%
(H25年度)

平成24年度
（3.64%）比

減少

24件

0.15

課
長

1.00

課
長

係
長

職
員

1.30

1.00

2.00

人

課
長

係
長

人

人

人

人
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子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

人件費（目安）

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H27年度 H26年度 H26年度

人数

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

H27年度H25年度 H26年度

事業評価の成果指標（目標・実績）

H28年度

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度
事業費
の増減

成果の
方向性

目
標

実
績

3.57 ％ 11.47 ％ ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

目
標

実
績

2,366 件 2,663 件 ％ ％

達
成
率

％ ％

目
標

実
績

3.57 ％ 11.47 ％ ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

222人
(H25年度)

目
標

500人
(H31年度)

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

38.1%
(H25年度)

目
標

実
績

38.1 ％ 38.0 ％ ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

11.0人
(H25年)

目
標

7.0人
(H31年度)

実
績

11 人 9.6 人 ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

10人
(H25年)

目
標

10 人 10 人

平成25年度
（10人）
比増加

実
績

10 人 17 人 ％ ％

達
成
率

100.0 ％ 170.0 ％ ％ ％

北九州市協力雇用主見舞金
登録者数

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

平成25年度
(10人)と同水

準

前年度
と同水準

順調

・非行防止対策について
は、非行の入り口となり、
様々な危険を伴う深夜はい
かいを防止するため、これ
までの深夜声かけパトロー
ルや青少年支援拠点「ド
ロップイン・センター」の
運営に加え、「（仮称）深
夜はいかい防止北九州宣
言」を定め、コンビニエン
スストア等地域の事業者も
参加する、地域全体で子ど
もを守る取り組みについて
検討、実施する。
・立ち直り支援において
は、協力雇用主会や関係機
関との一層の連携の下、就
労支援の充実を図る。

少年人口1,000人あたりの
検挙補導人員を表す非行者
率（暦年統計）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

平成24年
(12.7人)比減

少

平成25年
(11.0人)比減

少

平成26年(9.6
人)比減少

前年比
減少

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

平成24年
(39.3%)比減

少

維持 2,900 順調

「北九州市子ども・若者支
援地域協議会」の運営や
「ユースアドバイザー養成
講習会」の開催については
運営や実施の方法の効率化
を図る。また、若者向け
ホームページについては、
若者の結婚に関する情報な
ど社会情勢に対応した内容
や機能の充実を図る。子ども・若者応援センター

「YELL」の相談件数
2,366人
(H25年)

H25年度
（2,366

人）比増加

平成22年度
(7.37%)比

減少

―

社会生活を円滑に営む上で
の困難を抱えている若者の
割合

平成25年
(38.1%)比減

少

「Ⅰ非行防止対策」
「Ⅱ非行からの『立ち
直り』支援」「Ⅲ薬物
乱用の防止と啓発」
「Ⅳ地域団体・関係機
関との連携強化」の４
つの柱をたて、就労支
援の取り組みを強化す
るなど、青少年の非行
防止施策を総合的かつ
積極的に展開する。

3.57%
(H25年度)

「北九州市『青少
年の非行を生まな
い地域づくり』推
進本部」運営事業

青少
年課

14歳以上の検挙補導人員に
再犯者が占める割合（暦年
統計）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

社会生活を円滑に営む上で
の困難を抱えている若者の
割合

3.57%
(H25年度)

Ⅰ-1-
(4)-③ 

若者の自
立支援

33
若者のための応援
環境づくり推進事
業

青少
年課

不安定な雇用やニート
（若年無業者）、不登
校やひきこもり等、雇
用情勢の悪化や経済的
格差の拡大、家族や周
囲との円滑なコミュニ
ケーションの欠如など
により、将来を見通せ
ない不安の中で、社会
生活を円滑に営む上で
の困難を抱えている子
どもや若者が増加して
いる。そこで、若者の
ための応援環境づくり
を推進する。

35

34
子ども・若者応援
センター「YELL」
の運営

平成24年度
（3.64%）比

減少

平成25年度
（5.36%）比

減少

―

平成24年度
（3.64%）比

減少

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

相談者の状況を見ながら、
適切な時期に的確なリ
ファーを行い、相談者がよ
り一層円滑に支援をうけら
れるように努める。また、
相談者の自立度に合わせた
体験プログラムの内容の更
なる充実について、関係機
関と連携して研究する。

平成25年度
（222人）比

増加

前年度比
増加

1,554

「YELL」来所相談者の就業
等実績（累計数）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

継続

順調

―

継続 23,343 23,343

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

青少
年課

不安定な雇用やニート
（若年無業者）、不登
校やひきこもり等、雇
用情勢の悪化や経済的
格差の拡大、家族や周
囲との円滑なコミュニ
ケーションの欠如など
により、将来を見通せ
ない不安の中で、社会
生活を円滑に営む上で
の困難を抱えている子
どもや若者が増加して
いる。
　そのため、困難を抱
える子どもや若者を総
合的にサポート（コー
ディネート）していく
総合相談窓口『子ど
も・若者応援センター
「ＹＥＬＬ」』を設置
し、自立を支援する。

平成25年度
（5.36%）比

減少

平成25年度
（2,366人）
比増加

1,496

3,775

42,400

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

維持

維持 39,95042,400

―

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

継続

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

・ひきこもり等の若者を総
合的にサポートする環境づ
くりを進めるため、「北九
州市子ども・若者支援地域
協議会」の運営や「ユース
アドバイザー養成講習会」
を開催する。

・若者向けホームページを
活用し、結婚に関する情報
提供を行う。

・社会生活を円滑に営む上
で困難を抱えている子ども
等について、相談者の自立
に向けた円滑な支援を提供
するため、相談者の自立度
に合わせた体験プログラム
の内容の更なる充実につい
て、関係機関と連携した研
究に取り組む。

・若者の立ち直りを支援す
るため、協力雇用主会等関
係団体との連携等を図る。

順調

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

前年度比
増加

― ―

0.10

0.10

人

人

人

係
長

職
員

0.10

0.15

0.15

課
長

係
長

職
員

0.10

人

人

人

課
長

係
長

1.30

1.00

人

人

課
長

2.00 人
職
員
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子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

人件費（目安）

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H27年度 H26年度 H26年度

人数

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

H27年度H25年度 H26年度

事業評価の成果指標（目標・実績）

H28年度

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度
事業費
の増減

成果の
方向性

38.1%
(H25年度)

目
標

実
績

38.1 ％ 38.0 ％ ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

11.0人
(H25年)

目
標

7.0人
(H31年度)

実
績

11 人 9.6 人 ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

10人
(H25年)

目
標

10 人 10 人

平成25年度
（10人）
比増加

実
績

10 人 17 人 ％ ％

達
成
率

100.0 ％ 170.0 ％ ％ ％

北九州市協力雇用主見舞金
登録者数

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

前年度
と同水準

少年人口1,000人あたりの
検挙補導人員を表す非行者
率（暦年統計）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

平成26年(9.6
人)比減少

平成25年
(38.1%)比減

少
14歳以上の検挙補導人員に
再犯者が占める割合（暦年
統計）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

平成24年
(39.3%)比減

少

・青少年を有害環境から守
るため警察等関係機関や地
域と連携し、有害環境の浄
化とともに、非行防止に取
り組む。

・地域全体で子どもを守る
取り組みとして、コンビニ
エンスストア等地域の事業
者も参加する「（仮称)深
夜はいかい防止北九州宣
言」を定める。

順調

「Ⅰ非行防止対策」
「Ⅱ非行からの『立ち
直り』支援」「Ⅲ薬物
乱用の防止と啓発」
「Ⅳ地域団体・関係機
関との連携強化」の４
つの柱をたて、就労支
援の取り組みを強化す
るなど、青少年の非行
防止施策を総合的かつ
積極的に展開する。

平成24年
(12.7人)比減

少

平成25年
(11.0人)比減

少

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

平成25年度
(10人)と同水

準

42,400 39,95042,400

前年比
減少

維持

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

継続

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

Ⅱ-1-
(3)-⑤

非行や犯
罪を生ま
ない地域
づくり

36

「北九州市『青少
年の非行を生まな
い地域づくり』推
進本部」運営事業

青少
年課

―

順調

・非行防止対策について
は、非行の入り口となり、
様々な危険を伴う深夜はい
かいを防止するため、これ
までの深夜声かけパトロー
ルや青少年支援拠点「ド
ロップイン・センター」の
運営に加え、「（仮称）深
夜はいかい防止北九州宣
言」を定め、コンビニエン
スストア等地域の事業者も
参加する、地域全体で子ど
もを守る取り組みについて
検討、実施する。
・立ち直り支援において
は、協力雇用主会や関係機
関との一層の連携の下、就
労支援の充実を図る。

課
長

係
長

職
員

1.30

1.00

人

人

2.00 人
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子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

人件費（目安）

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H27年度 H26年度 H26年度

人数

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

H27年度H25年度 H26年度

事業評価の成果指標（目標・実績）

H28年度

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度
事業費
の増減

成果の
方向性

374件
(H20年度)

目
標

平成25年度
（374件）
比減少

実
績

380 件 454 件 ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

380件
(H25年度)

目
標

平成25年度
（380件）
比減少

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

380件
(H25年度)

目
標

平成25年度
（380件）
比減少

課
長

0.01 人

実
績

454 件 ％ ％
係
長

0.10 人

達
成
率

― ％ ％ ％
職
員

0.15 人

53.9%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（53.9%）
比減少

実
績

30.5 ％ 25.6 ％ ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

64.3%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（64.3%）
比減少

実
績

31.6 ％ 30.2 ％ ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

374件
(H20年度)

目
標

平成25年度
（374件）
比減少

実
績

380 件 454 件 ％ ％

達
成
率

― ％ ― ％ ％ ％

380件
(H25年度)

目
標

平成25年度
（380件）
比減少

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

児童虐待の早期発見、
早期対応につなげるた
め、中核的な小児救急
病院等に児童虐待コー
ディネーターを配置
し、地域の医療機関か
ら児童虐待対応に関す
る相談への助言を行う
など、医療機関を中心
としたネットワークを
構築し、児童虐待対応
への必要な体制整備を
行う。

Ⅱ-3-
(1)-④

子どもの
人権の尊
重

児童虐待防止医療
ネットワーク事業

子育
て支
援課

児童虐待防止（子
どもの人権擁護）
推進事業

子ど
も総
合セ
ン
ター

拡大 順調

児童虐待の早期発見及
び被虐待児童の迅速か
つ適切な保護を行うた
め、関係機関との連携
強化を図り、児童虐待
の防止等のために必要
な体制を整備するとと
もに、関係機関等の職
員の研修及び広報活動
を行う。

 児童虐待の早期発見、早
期対応、また発生予防に努
め、迅速かつ適切に対応す
ることは元より、虐待を受
けた子どもの心のケアや虐
待を行った保護者等への再
発防止策の対応が喫緊の課
題となっていることから、
子どもの心のケアに重点を
置いた取組みを強化する。

18,061 21,865

児童虐待対応件数

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

平成26年
度（454
件）比減

少

前年度比
減少

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

児童虐待対応件数

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

平成25年度
（380件）比

減少

平成25年度
（380件）
比減少

順調

相談員を対象に年間を通じ
て計画的に行っている初任
者研修、主務者研修、弁護
士会との合同研修、事例検
討会等に加え、子ども・家
庭相談コーナーのニーズに
応じた研修を新たに行うこ
とにより、相談員の資質の
向上を図り、あらゆる相談
にきめ細かく対応する。

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

児童虐待対応件数

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

維持 6,075

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

平成26年度
（454件）
比減少

前年度比減
少

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

89,002

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（小学生の保護
者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

平成24年度
(39.6%)比減

少

平成25年度
(31.6%)比減

少

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

平成24年度
（346件）
比減少

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

子育ての悩みや不安を感じ
る人の割合（就学前児童の
保護者）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

平成24年度
(27.7%)比減

少

平成25年度
(30.5%)比減

少

子ども・家庭相談
コーナー運営事業

子育
て支
援課

各区役所に「子ども・
家庭相談コーナー」を
設置し、子どもと家庭
に関するあらゆる相談
をひとつの窓口で受
け、母子家庭の自立支
援、ＤＶ被害者対応、
児童虐待等、それぞれ
の相談に応じた支援・
対応を行うとともに、
必要に応じて他の機関
のサービス・支援へと
つなげる。

平成25年度
（380件）
比減少

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

・育児不安の軽減を図るな
ど、児童虐待の発生予防に
取り組み、虐待に至る前に
期になるレベルで適切な支
援を行う。

・児童虐待が深刻化する前
に早期発見・早期対応に取
り組むため、虐待防止の拠
点病院を指定し、虐待専門
のコーディネーターを配置
することで、医療機関相互
のネットワークづくりを推
進する。

順調

38

39 87,899

4,500 4,000

継続

減額

児童虐待対応件数

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

平成25年度
（380件）比

減少

継続

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

前年度比
減少

2,240 順調

虐待防止の拠点病院を指定
し、虐待専門のコーディ
ネーターを配置すること
で、医療機関相互のネット
ワークづくりを推進する。
併せて、医療機関が関わっ
た事例などをお互いに検討
する場を設け、虐待通告の
徹底、診断や治療のスキル
アップを図る。

児童虐待対応件数

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

平成24年度
（346件）
比減少

その他37

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

54,000

課
長

1.00 人

係
長

2.00 人

職
員

人

人

人

3.00 人

課
長

係
長

職
員

0.05

0.10

0.60

72



子ども家庭局

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

予算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

局施策
評価

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

人件費（目安）

H28年度に向けて強化・見直した内容
（課題に対する改善方法等）

H27年度 H26年度 H26年度

人数

No.

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

H27年度H25年度 H26年度

事業評価の成果指標（目標・実績）

H28年度

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H28年度
事業費
の増減

成果の
方向性

90.4%
(H20年度)

目
標

平成20年度
（90.4%）
比向上

実
績

78.5 ％ 79.1 ％ ％ ％

達
成
率

91.3 ％ 100.8 ％ ％ ％

89.6%
(H25年度)

目
標

平成25年度
（89.6%）
比向上

実
績

％ ％

達
成
率

％ ％

継続

保育所に対する満足度（保
育の内容）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(第２次計画)【H27
～31年度】」掲載内容

平成25年度
(89.6%)比向

上

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

前年度比
向上

※上記は、
「元気発進！
子どもプラン
(第２次計
画)」での成果
指標（目標）

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」での成果
指標（目標）

保育所に対する満足度（保
育の内容）

※「現状値」及び「中間目
標」は「元気発進！子ども
プラン(H22～26年度）」掲
載内容

平成24年度
(86.0%)水準
の維持もしく

は向上

平成25年度
(78.5%)比向

上

※上記は、
「元気発進！
子どもプラ
ン」策定時の
ニーズ調査に
よる数値

課
長

順調 順調

子どもの生活リズムを整え
ること、親子で過ごす時間
を確保することなど、家庭
における子育てと仕事の調
和に十分配慮しながら、保
護者の多様なニーズに対応
した、預かり保育や延長保
育などの特別保育につい
て、さらなる充実を図る。

・多様化する保育ニーズに
対応するため、預かり保育
や延長保育などの特別保育
のさらなる充実に取り組
む。

0.10

0.10

0.20

人

維持732,763

人

係
長

職
員

人40

Ⅳ-3-
(2)-②

女性が活
躍する産
業都市づ
くりの推
進

3,650

保護者の就労形態の多
様化等に対応するた
め、保育所の保育時間
を午後7時もしくは8時
まで延長する「延長保
育」の充実を図る。ま
た、保護者のパート就
労や育児リフレッシュ
等の理由により、一時
的に家庭での保育が困
難となる児童を保育所
において保育する「一
時保育」の充実を図
る。さらに、保育所の
通常保育に加え、延長
保育や一時保育におい
ても、統合保育の可能
な障害のある児童の受
け入れを行う「障害児
保育」の充実を図る。

保育
課

特別保育事業補助 776,332
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